
大学等の履修証明制度に関する参照条文

○学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）

第九章 大学

第八十三条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を

教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

② 大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供する

ことにより、社会の発展に寄与するものとする。

第百五条 大学は、文部科学大臣の定めるところにより、当該大学の学生以外の者を対象

とした特別の課程を編成し、これを修了した者に対し、修了の事実を証する証明書を交

付することができる。

第十章 高等専門学校

第百二十三条 第三十七条第十四項、第五十九条、第六十条第六項、第九十四条（設置基

準に係る部分に限る 、第九十五条、第九十八条、第百五条から第百七条まで、第百。）

九条（第三項を除く ）及び第百十条から第百十三条までの規定は、高等専門学校に準。

用する。

第十一章 専修学校

第百三十三条 第五条、第六条、第九条から第十四条まで及び第四十二条から第四十四条

までの規定は専修学校に、第百五条の規定は専門課程を置く専修学校に準用する。この

場合において、第十条中「大学及び高等専門学校にあつては文部科学大臣に、大学及び

」 「 」 、高等専門学校以外の学校にあつては都道府県知事に とあるのは 都道府県知事に と

第十三条中「第四条第一項各号に掲げる学校」とあるのは「市町村の設置する専修学校

又は私立の専修学校」と 「同項各号に定める者」とあるのは「都道府県の教育委員会、

又は都道府県知事」と、同条第二号中「その者」とあるのは「当該都道府県の教育委員

会又は都道府県知事」と、第十四条中「大学及び高等専門学校以外の市町村の設置する

学校については都道府県の教育委員会、大学及び高等専門学校以外の私立学校について

は都道府県知事」とあるのは「市町村の設置する専修学校については都道府県の教育委

員会、私立の専修学校については都道府県知事」と読み替えるものとする。

② （略）



○学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）

第九章 大学

第三節 履修証明書が交付される特別の課程

第百六十四条 大学（大学院及び短期大学を含む。以下この条において同じ ）は、学校。

教育法第百五条に規定する特別の課程（以下この条において「特別の課程」という ）。

の編成に当たつては、当該大学の開設する講習若しくは授業科目又はこれらの一部によ

り体系的に編成するものとする。

２ 特別の課程の総時間数は、六十時間以上とする。

３ 特別の課程の履修資格は、大学において定めるものとする。ただし、当該資格を有す

る者は、学校教育法第九十条第一項の規定により大学に入学することができる者でなけ

ればならない。

４ 特別の課程における講習又は授業の方法は、大学設置基準、大学通信教育設置基準、

大学院設置基準、専門職大学院設置基準、短期大学設置基準及び短期大学通信教育設置

基準の定めるところによる。

５ 大学は、特別の課程の編成に当たつては、当該特別の課程の名称、目的、総時間数、

履修資格、定員、内容、講習又は授業の方法、修了要件その他当該大学が必要と認める

事項をあらかじめ公表するものとする。

、 （ 「 」 。）６ 大学は 学校教育法第百五条に規定する証明書 次項において 履修証明書 という

に、特別の課程の名称、内容の概要、総時間数その他当該大学が必要と認める事項を記

載するものとする。

７ 大学は、特別の課程の編成及び当該特別の課程の実施状況の評価並びに履修証明書の

交付を行うために必要な体制を整備しなければならない。

第十章 高等専門学校

、 、 、第百七十九条 第五十七条から第六十二条まで 第九十条第一項及び第二項 第九十一条

第九十二条第一項、第九十四条、第九十五条、第百四条第三項、第百六十四条から第百

六十六条まで並びに第百六十九条から第百七十二条までの規定は、高等専門学校に準用

する。この場合において、第六十一条第三号中「教育委員会」とあるのは「教育委員会

（ 、 ）」 、公立大学法人の設置する高等専門学校にあつては 当該公立大学法人の理事長 と

第百六十四条第一項中「第百五条」とあるのは「第百二十三条において準用する第百五

条」と、同条第三項中「第九十条第一項の規定により大学」とあるのは「第百十八条の

規定により高等専門学校」と、同条第四項中「大学設置基準、大学通信教育設置基準、

大学院設置基準、専門職大学院設置基準、短期大学設置基準及び短期大学通信教育設置

基準」とあるのは「高等専門学校設置基準」と、同条第六項中「第百五条」とあるのは

「第百二十三条において準用する第百五条」と読み替えるものとする。



第十一章 専修学校

第百八十九条 第五条の規定は専修学校の名称、位置又は学則の変更の届出について、第

十一条の規定は専修学校の目的の変更の認可の申請及び専修学校の学科の設置に係る学

則の変更の届出について、第六条、第七条、第十四条、第十九条、第二十五条から第二

十八条まで、第五十七条、第五十八条、第六十条及び第六十六条から第六十八条までの

規定は専修学校について、第百六十四条の規定は専門課程を置く専修学校について、そ

れぞれ準用する。この場合において、第十九条中「公立又は私立の大学及び高等専門学

校に係るものにあつては文部科学大臣、大学及び高等専門学校以外の市町村の設置する

学校に係るものにあつては都道府県の教育委員会、大学及び高等専門学校以外の私立学

校に係るものにあつては都道府県知事」とあるのは「市町村の設置する専修学校に係る

ものにあつては都道府県の教育委員会、私立の専修学校に係るものにあつては都道府県

知事」と、第二十七条中「大学及び高等専門学校にあつては文部科学大臣、大学及び高

等専門学校以外の学校にあつては都道府県知事」とあるのは「都道府県知事」と、第百

六十四条第一項中「第百五条」とあるのは「第百三十三条第一項において準用する第百

五条」と、同条第三項中「第九十条第一項の規定により大学」とあるのは「第百二十五

条第三項に規定する専修学校の専門課程」と、同条第四項中「大学設置基準、大学通信

教育設置基準、大学院設置基準、専門職大学院設置基準、短期大学設置基準及び短期大

学通信教育設置基準」とあるのは「専修学校設置基準」と、同条第六項中「第百五条」

「 」 。とあるのは 第百三十三条第一項において準用する第百五条 と読み替えるものとする


